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(57)【要約】
【課題】吸い込みパネルの駆動位置により目詰まり具合
を判断して、ファンの回転数を変化し送風性能を確保し
、さらに快適性も維持する。
【解決手段】吸い込みパネルの開度位置による温度セン
サーの温度差によりフィルタの目詰まりの状態（空気を
吸引してほこりなどがたまった状態）を判断して風量低
下した場合において、ファンの回転数を大きく変化させ
て風量を回復させる。これにより、フィルタが目詰まり
した場合に風量を回復し、室内ユニットの送風性能を維
持・向上させることができる。また、フィルタが目詰ま
りした場合（風量が減少した場合）にファンの回転数を
大きくするため、風量を回復することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
前後に開く駆動式の吸い込みパネルと、フィルタと、熱交換器と、前記熱交換器の温度を
検知する温度センサーと、ファンと、前記ファンを駆動させるファンモータとを有する室
内ユニットを備えた空気調和装置において、異なる吸い込みパネルの位置で前記温度セン
サーにより測定される温度の差に基づいて前記フィルタの目詰まりの状態を判断してファ
ンの回転数を変化させることを特徴とする空気調和装置。
【請求項２】
前記ファンモータ運転開始から一定時間後に前記フィルタの目詰まりの状態を判断するこ
とを特徴とする請求項１に記載の空気調和装置。
【請求項３】
前記ファンモータの一定累計運転時間後に前記フィルタの目詰まりの状態を判断すること
を特徴とする請求項１に記載の空気調和装置。
【請求項４】
前記フィルタの目詰まりの状態に応じて吸い込みパネルの開度を大きく変化させることを
特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の空気調和装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、駆動式の吸い込みパネルを設けた室内ユニットにおいて、吸い込みパネルの
開度位置によって変化する温度センサーの温度差により、フィルタの目詰まり状態を判断
し、ファンの回転数を大きく変化させるように制御することによって、フィルタの目詰ま
りによる風量低下を防止して快適性向上を図る空気調和装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　通常、空気調和装置は、室内ユニットの上部に吸い込みパネル、フィルタ、下部に吹出
しグリルを設け、吹出口付近にはファン、ファンモータを設けた構成を持っている。
【０００３】
　図１は、室内ユニット１と室外ユニット２で構成されたセパレート型空気調和装置の外
観を示す図であり、図２は、その室内ユニット１に駆動式の吸い込みパネル３、ファン７
、ファンモータ９、フィルタ４、熱交換器５、熱交換器５に取り付けられた温度を検知す
る温度センサー８などを示す室内ユニットの側面図である。
【０００４】
　以下、この室内ユニット１の内部における動作、作用を説明する。駆動式の吸い込みパ
ネル３がＣ方向に開き、空気はＡ方向から吸い込まれ、そしてフィルタ４を通過し、熱交
換器５により吸い込んだ空気と熱交換器５中の流体を熱交換し、熱交換された空気をファ
ンモータ９により駆動するファン７により吹出口６からＢ方向に排出される。
【０００５】
　しかしながら、上記の構成による室内ユニットは、ほこりなどを取るフィルタが、多く
のほこりにより目詰まりをおこした状態になる場合がある。これより室内ユニットから吹
き出される風量が減少し、本来の送風性能が確保できなくなる。さらに冷房時の冷風・暖
房時の温風の到達距離が小さくなり部屋の快適性が悪化するなどと言う課題を有していた
。
【０００６】
　この課題を解決するものとして、運転時間の累積値に応じてファンモータの回転数を切
り換えるもの（例えば、特許文献１参照）や、ファンモータの回転数で目詰まりを推定し
回転数を制御するもの（例えば、特許文献２参照）などがある。
【特許文献１】特開２００２－６１９９５号公報
【特許文献２】特開平３－６７９４７号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記課題を解決する一手法に関するもので、吸い込みパネルの開度位置の変
化による温度センサーの温度差により目詰まり状態を判断し、室内ユニットにおいてフィ
ルタが目詰まりした場合においても、送風性能を確保することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の室内ユニットは、吸い込みパネルの開度位置によ
る温度センサーの温度差によりフィルタの目詰まりの状態（空気を吸引してほこりなどが
たまった状態）を判断して風量低下した場合において、ファンの回転数を大きく変化させ
て風量を回復させるように制御するものである。
【０００９】
　これによって、室内ユニットのフィルタの目詰まりによって、吸い込み空気が減少する
ため、吹き出される空気の風量も大きく減少していたが、吸い込みパネル位置による温度
センサーの温度差により目詰まりを判断してファンの回転数を大きく変化させることによ
り、風量を回復し本来の風量に増加させることができるものである。
【００１０】
　また、本発明の室内ユニットは、ファンモータ運転開始から一定時間後にフィルタの目
詰まりを判断するように制御するものである。これによって、室内ユニットと室外ユニッ
トで構成される空気調和装置において、冷房あるいは暖房運転において、ファンモータ運
転開始から運転が安定した状態、つまり、一定時間後にフィルタの目詰まり状態を判断す
ることにより、安定した状態で温度差も検出できるようになり、正確に目詰まり状態を判
断することができるものである。
【００１１】
　また、本発明の室内ユニットは、ファンモータの一定累計時間後にフィルタの目詰まり
を判断するように制御するものである。これによって、目詰まりはファンモータ運転時間
により多くなるため、ファンモータの運転した累計時間後に室内ユニットのフィルタの目
詰まり状態を判断することにより、最適に目詰まり状態を判断することができるものであ
る。
【００１２】
　また、本発明の室内ユニットは、フィルタの目詰まりを判断した場合に吸い込みパネル
の開度を大きく変化するように制御するものである。これによって、室内ユニットのフィ
ルタの目詰まり状態を解消して風量を回復し増加させることができるものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の室内ユニットによれば、吸い込みパネルの開度位置で温度センサーの温度差に
よりの目詰まりを判断してファンの回転数を大きく変化させる制御は、フィルタが目詰ま
りした場合に風量を回復し、室内ユニットの送風性能を維持・向上させることができる。
また、フィルタが目詰まりした場合（風量が減少した場合）にファンの回転数を大きくす
るため、風量を回復することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　第１の発明は、吸い込みパネル位置による温度センサーの温度差によってファンの回転
数を変化させる制御、つまり吸い込みパネルの位置によって吸い込み風量が変化するため
、吸い込みパネル位置それぞれの温度センサー値が発生する。それぞれの吸い込みパネル
位置による温度センサー値の温度差を比較する。温度センサーの温度差を考えると、フィ
ルタに目詰まりしていない場合は吸い込み風量が変化するため温度差が大きくなる。フィ
ルタが目詰まり（フィルタにごみなどが付き）している場合は吸い込み風量の変化幅が小
さくなるため温度差も小さくなる。これより吸い込みパネル開度位置の温度センサーにお
ける温度差により、目詰まり状態を判断する。
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【００１５】
　そして、目詰まりしていると判断した場合は、ファンの回転数を大きくし、空気の吸い
込み風量が増加するため、吹き出し風量も増加し、目詰まりしたフィルタにより風量が減
少することを補うあるいは風量を増加することができる。また、風量を従来と同等に戻し
た場合は、騒音も同等にすることができる。
【００１６】
　第２の発明は、ファンモータ運転開始から一定時間後に目詰まりを判断する制御、つま
り、冷房運転あるいは暖房運転が安定した状態にある時間経過後に、温度センサーの温度
差を測定して判断することにより、正確に目詰まりの状態を判断することができる。
【００１７】
　第３の発明は、ファンモータ運転開始から一定累計運転時間後に目詰まりを判断する制
御、つまり、冷房運転あるいは暖房運転時のファンモータの運転累計時間後において温度
センサーの温度差を判断することにより、最適に目詰まりした状態にて判断することがで
きる。
【００１８】
　第４の発明は、温度センサーの温度差により目詰まりを判断した後、吸い込みパネルの
駆動位置により風量を変化させる制御、つまり目詰まり時に風量を確保するため吸い込み
パネルを開いて風量を回復あるいは増加させる。これより吸い込みパネルの開度位置によ
り、空気の吸い込み風量を増加させて、吹き出し風量を増加させて、目詰まりしたフィル
タにより風量が減少することを補い従来の風量を確保することができる。
【００１９】
　（実施の形態）
　図２は、本発明の実施の形態における室内ユニットの側面断面図を示すものである。室
内ユニット１が運転する場合は、駆動する吸い込みパネル３がＣ方向に開き、ファン７を
運転させ、空気は、Ａ方向などから吸入され、フィルタ４を通過して熱交換器５を通り、
吹出口６からファン７によりＢ方向に吹き出される。
【００２０】
　図３は、温度センサー８による温度測定を行う測定位置Ｄ、Ｅを示している。吸い込み
パネル３が駆動され、測定位置Ｄ、Ｅに移動すると、それぞれの位置で温度センサー８に
よる温度測定が行われる。
【００２１】
　測定位置Ｄと測定位置Ｅにおいて温度センサー８により温度を測定すると、それぞれの
吸い込みパネル開度において検出される温度センサー８の温度には温度差が発生する。こ
の時、図４に示すように、開度位置による温度差が小さければ目詰まりしている状態と判
断し、温度差が大きければ目詰まりしていない状態と判断する。この目詰まりした状態の
時に回転数を大きくして風量を回復あるいは増加させるように制御する。
【００２２】
　なお、図５は運転開始からのセンサー温度の変化を示している。図５に示されるように
、目詰まりを判断するために、運転開始から一定時間後に温度差を測定して、図４の温度
差により目詰まりを判断して回転数を変化させるようにしてもよい。
【００２３】
　また、図６は運転時間と目詰まりの度合いとの関係を示している。図６に示されるよう
に、目詰まりを判断するために、運転開始から一定累計時間後に温度差を測定して、図４
の温度差により目詰まりを判断するようにしてもよい。
【００２４】
　さらに、目詰まりした場合において、吸い込みパネル３開度を図３のように開度Ｄから
開度Ｅにすることにより風量を回復するあるいは大きくすることもできる。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　以上のように、本発明にかかるファンモータの制御は、吸い込みパネルの開度位置の変
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化により変化する温度センサーの温度差によって、フィルタ目詰まり状態を判断し風量を
回復することが可能となり、空気調和装置以外の用途にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】室外ユニットと室内ユニットとを有する空気調和装置の構成図
【図２】本発明の空気調和装置における室内ユニットの側面断面図
【図３】温度センサー８による温度測定が行われる測定位置Ｄ、Ｅを示す図
【図４】目詰まり状態判断のための吸い込みパネル開度と温度差との関係を示す図
【図５】運転開始からのセンサー温度の変化を示す図
【図６】運転時間と目詰まり度合いの関係を示す図
【符号の説明】
【００２７】
　１　室内ユニット
　２　室外ユニット
　３　吸い込みパネル
　４　フィルタ
　５　熱交換器
　６　吹出口
　７　ファン
　８　温度センサー
　９　ファンモータ
　Ａ　空気方向
　Ｂ　吹き出し方向
　Ｃ　駆動方向
　Ｄ　駆動位置
　Ｅ　駆動位置
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